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Abstract
“Metal” is translated as “kinzoku” in Japanese. It is generally known that “kinzoku” was 
invented during the Edo period through studies partaken by Western science, but by whom or 
how it was invented is not known.
The author insists that it was coined by Utagawa Youan who created it to correspond 

































医学宝函ニ云ク、安質没忸謨ハ 「スピーズガラス」 ナリ。又 「ス



















玄随が 「金ニ非ズ、石ニ非ズ、玉ニ非ズ、土ニ非ズ」 というのは、 「メ
タール」は「山物」 （鉱物の古い名称）の一種ではあるが、 「金」 「石」「玉」 「土」という中国本草学における分類では対応できないものであることを言ったものである。例えば李時珍の『本草綱目』 （明・万暦二十四年 〔
1596 〕 刊） は、地上に存在するものを、水部・火部・土部・




















































礦ハ重質、光暉ありて透明ならず。火に熔解すれば表面、珠状を成し、冷定する時ハ再ビ凝て硬質となるなり。是を鍛冶して諸金の質を区別する時は其品自ラ定たるべし尋常は礦を以て六種の金とす。即チ金・銀・銅・鉄・錫・鉛なり。近時或人「ウィットゴウド」 〈白金の義。和産 し〉を添て七種の金となす。 （中略） 。真礦に三徴あり。其一は熔解冷定の後鍛冶し 撓柔なるべき質あり。其二は火中に於て流動すべき質あり。其三は火内にて硬質を存し容易に減消せざるなり。右の三 を具する者を宜く真礦の名を命ずべし。又、諸礦の質真 に同じくして僅に差ふ者あり。是を類礦と名ヅく。右の質ハ外面能く真礦に似た も鎚に 砕 可く、火力を以て消散せしむべし。但し火内にて流動を成 に至れり。礦を分ちて二 となす。曰ク熟 、曰ク半熟金なり。其熟 ハ鋳鎔の後些の変化なくして其量も亦 ずること 故 火力以て灰となすこと能はず、空気水気も是を変 能はざるなり此類二種あり。曰ク金、曰ク銀な半熟金は火中に在て金質を損し終に砕粉となすべし。此性の種類は即ち銅、鉄、錫、鉛なり。右二類の金質を概言するに熟金は火力を以て原性の金質を現じ、其寛容とする燃体〈燃体は火気を引きて燃え易き質を云ふ〉を敗損すること無し。半熟金は右に反し火力以て其 質を消滅す。
「礦」は山から取り出したままの精煉されていない状態の金属を言う語である。 『広韻』 （宋・大中祥符元年〔
1008 〕成）に「礦、金璞、鑛、
上同」 とあり、我が国の 『新撰字鏡』 （昌泰年間 〔









































。すなわち、その巻一 「牛胆」 の項に 「金属塩 〈緑
礬・皓礬・升汞・甘汞・磠銕華等〉 」 、巻七元素篇第一の「元素」の項に「
金属














































































































































































変えれば鉛や鉄も黄金になり、またその逆も可能であるとした。しかし、近代化学ではそれらは「基本的な物質」ではなく、窮極の「基本的な物質」と呼び得るのは純粋な単体であり、質を異にするものであって、決して互換 きる のでは いことを明らかにした
注⑨
。その窮











































































































種」 ） 。基準単位である 「種」





















































































































1596 〕刊）の金石部は「金類」 「石類」 「玉類」 「鹵石類」の四類
からなるが、 「金類」には次のものが挙げられている。
金・銀（黄銀・烏銀） ・錫恡脂（銀鉱） ・銀膏・硃砂銀・赤銅・自然銅・銅砿石・
 銅青・鉛・鉛霜・粉錫（即胡粉） ・鉛丹（黄丹） ・
蜜陀僧・錫・古鏡・古文銭・銅弩牙・諸銅器・鉄 鋼鉄 鉄落・鉄精・鉄華粉 鉄鏽 鉄熱・鉄漿・諸鉄器































































































































































































































































































































































































































































































































































一方、西洋の書物を翻訳した日本の蘭学書には 「五金」 は現れず、 「七






















































































































































































 ちなみにこの書では以下 三十七種の「金属」が挙げられている。白金・黄金・銀・水銀・銅・鉄・鉛・錫・亜鉛・蒼鉛（ビスマス） ・アンチモニー・コバルト・ニケル・マンガーン・ウラニウム・チタンニウム・テルリュウム ウォルフラム（タングステン？） ・モレブターニユム（モリブデン） ・砒（ヒ素） ・スロミウム（クロム） ・ストロンチウム・ロヂウム（リチウム？） ・パ ラヂウム・カドミウム・ポツトアシウム（カリウム） ・ソーヂウム（ナトリウム） カルキウム（カルシウム） ・バレイ
「金類」から「金属」へ （26）
ム（バリウム） ・マグネシウム・ミュニニウム（アルミニウム） （ベリリユム？） ・シルコンニウム（ヂルコン） ・イートリウム・タンタリウム・オストミウム イリジウム。
